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実用例

将来的には大型構造物 (建物
等) の非破壊検査に利用したい

課題
・センサー側：デバイス (シンチレータ) の性能
・線源側：可搬型で高出力な線源、法整備

センサー (シンチレータ) における課題
非破壊検査用シンチレータに求められる特性

・重い事 = 実効原子番号 (Zeff) が大きなこと
➡ 検出効率の向上 = 部分ごとの検査時間の短縮化

・蛍光量が大きい事
➡ 現在主流の画像再構成法の場合、解像度は蛍光量に比例

現状、基礎研究に用いられているシンチレータ

CdWO4 (CWO) シンチレータ = セキュリティ用標準品をそのまま流用
・ Zeff = 65、蛍光量 16000 ph/MeV
・基礎研究レベルでは、Zeff がもう少し高いと良い、蛍光量が大分足
りないという問題が指摘されている。

本研究の目的

構造物非破壊検査用に CWO を大きく上回るシンチレータの開発
・ Zeff > 65、蛍光量 > 16000 ph/MeV



実験方法

ブリッジマン法

フローティングゾーン法

Zeff の計算
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シンチレーション蛍光量の評価

シンチレータ単結晶の合成

実験結果 (新材料の開発、Zeff)
X線の吸収効率 (Zeff)の評価サンプルの外観

結晶成長直後

切断 研磨

137Cs 照射時に実測でも確認

大型構造物の検査で用いる
エネルギー帯

実験結果 (放射線照射時の応答特性)
X線照射時の発光スペクトル 662 keV照射時の蛍光量評価

• HfO2、HfSiO4、AlHfTaO6、(Y,Gd,Lu)TaO4、(Y,La,Gd,Lu)2Hf2O7、TlMgCl3
シンチレータ等を開発、これらは全て CWO と同等、もしくはより大き
な Zeffを有している。

• TlMgCl3 が約 46000 ph/MeV (CWO の約3倍) のシンチレーション蛍
光量を示した。

まとめと今後の課題
• 非破壊検査用に CWO を超えるシンチレータ開発を目標に、
HfO2 、 HfSiO4 、 AlHfTaO6 、 (Y,Gd,Lu)TaO4 、 (Y,La,Gd,Lu)2Hf2O7 、
TlMgCl3 シンチレータ等を開発したところ、 TlMgCl3 が約 46000
ph/MeV (CWO の約3倍) のシンチレーション蛍光量を示す事を
発見した。

• 今後の課題としては、シンチレータのスケールアップ、検出器の
プロトタイプ試作が挙げられる。前者は現在、基礎実験～5g ➡
50g を試行中。後者は線源をどうするかが大きな課題。
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現在までの研究成果
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